
(57)【要約】
［目的］  パンとおにぎりの両方を食べたい時、パンと
おにぎりを別々に買わずに済むためのパン。
［構成］  パン１の中におにぎり２をつけ、パンとおに
ぎりを片手でいっしょに食べる。



【実用新案登録請求の範囲】
［請求項１］  パン（１）におにぎり（２）を入れたパ
ン
【図面の簡単な説明】

［図１］おにぎりパンを示した断面図である。
［符号の説明］
１  パン
２  おにぎり
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【考案の詳細な説明】

    ［０００１］

  ［産業上の利用分野］  この考案は、パンの中身に関する物である。

    ［０００２］

  ［従来の技術］  従来、パンには、おにぎりが入っていなかった。

    ［０００３］

  ［考案が解決しようとする課題］  したがって、パンとおにぎりの両方を食べ

たい時、パンとおにぎりを１つずつ買って食べていた。お金がかかった。

    ［０００４］

  ［課題を解決するための手段］  本考案を図面について説明すれば、パン１の

中に、おにぎり２を入れた物である。

    ［０００５］

  ［作用］  本考案は以上のような構成であるから、パンとおにぎりをいっしょ

に食べる事が出来る。

    ［０００６］

  ［実施例］  パンの中におにぎりが入っているので、満足感があり良い。

    ［０００７］

  ［考案の効果］  すると、一つの食べ物、つまりおにぎりパンを買うだけで済

み、経済的である。又、片手で、おにぎりパンを食べられるので、もう一ぽうの

片手に、ジュースなどが持てて良い。一石二鳥である。
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